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イソターン ノ意義 目的ハ 現在デハ 判 ツテイルヨウデ 実ハ ハツキリシテイナイノデ
ハナカロウカ.コ ノ制度ガ始 メラレタノハ 米国ノ指令ニヨツテ 米国ノソレヲ真似タヨウナモ
ノデァツテ 大学生 トシテノ教育ダケデハ不充分ナノデ 卒業後二 全科ノ実地修練ヲ1ヵ年行
ナイ ソコデ国家試験(厚生省試験)ヲ受ケ 合格者二医師免許証ヲ与エル トイウモノデアツタ
初メハ基礎医学ノ試験モアツタ ソノ後 段々二変化ガ加エラレ 現在ノ『ウナ形ニナツタ.現
在ノヨウナ形 トイツテモ 必ズシモー定シタモノデナク 実施法ハ大学ニヨツテ異ナリ 厚生省
モ コノ形デナケレバナラヌトモイワナクナツテイル.例 エバ 臨床ノ全科ヲ廻ルモノ 数科ヲ
廻ルモノ 所謂ス トレート方式 トイウモノモアル.初 メハ 全科ヲ廻ルノデアツタガ コレハ将
来 何科ヲ専攻スルニシテモ 臨床全般二就テ知ツテオクノガヨイ トノ考エデアツタ.ソ レハ確
ヵ二意義ノァル事デアル.内 科ヲ専攻シヨウトスル人ガ 外科 ノ嘉ヲ知ツテイル事ハ ムシロ
大切ナ事デアル トモ考エラレル,ソ レガ ス トレート方式 トイウ事ニナル ト 内科ヲ専攻スル者
ハ 他科 ノ事ハ知ラナクテモヨイ トノ考エニナル.コ レハ イソターン ノ本来ノ意味二反スル
事ニナル.内 科ヲ専攻スルナラバ 入局後二 内科ハイクラデモ勉強出来ルノデァルカラ ソレ
以前ニ イソターソ ニオイテ 他科ノ事 ヲ知ツテイルノハ ムシμ 有利デアル トモ考エラレ
ル.コ ノヨウニ イソターソ ヲ如何二運営スルカトイウ事ガ決ツテイナイ.コ レハ インター
ソ ノ根本ノ意義 目的ガ不明確デアルカラデアル.ソ レガ明確デアルナラバ ソノ目的二沿ウ
ヨゥニ インターソ ノ 運営方式ハ決マルワケデアル,先 ズ イソターソ ノ意義 目的ヲ明瞭
ニスルベキデアル.然ラバ ソノ内容方式ハ自ラ決マルデアβウ.
大学卒業 ト同時二国家試験ヲ行ナウトイウ案モ変ナモノダ.コ ノ時期ニハ マダ インターソ
制度ノ中デ最モ重要ナ実地修練ヲ受ケテイナイ.ソZ時 二国家試験ヲ行ナツテ合格者二医師免状
ヲ与エル トィウノハ理屈二合ワヌ マタ コノ時ハ 大学ノ卒業試験ヲ受ケタ直後デァルカラ





3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑 誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の別,
送金方法を御記入の上編集部宛.
投 稿 内 規
1.原稿の種類は綜説,原 著,臨床報告,そ の他.寄稿者は会員に限る.
2.原 稿の長さは制限しないが簡潔にする。
3.原 稿は横書き,当用漢字,平 仮名,新仮名使いを用い,片 仮名には括孤を要 しない400
字詰原稿用紙を用いること.附表,附 図はなるべ く欧文にすること.
4.文献の書式は次の如 くする.著者名=誌 名,巻数:頁 数,年 次.
例.1)中野:泌尿紀要,1:110,昭30.2)Lazarus,J.A.:」.Urol.,45=527,1941.
5.欧 文抄録を記し,之には欧文の標題,所属機関名,ロ ーマ孚著者名を附け,な るべ くタイ
プライターを用いること.希望の場合は当編集部にて翻訳する.抄録用の原稿を送ること.翻訳
の実費は申受ける.




8.原 稿送 り先は京都市左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部宛,書 留便.
